


























































私は、 自分のあるがままにおいて、 自分のあるがままに照らされ、 啓かれている。 私が言いたいのは、 私の宗教は、
そのあるがままにおいて、そ あるがままに照らされ、啓かれている、と うことだ。 （
Ich bin so erleuchtet 
als ich bin; ich m
eine: m
eine R







































































































ところで、 『哲学探究』 （以下『探究』 ）には神や宗教のことは（まったくではないにせよ）ほとんど出てこない。































ie “unsagbar ”, &
 nichts sagen ） 。 （二月一五日）
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sprechen kann ）となる。解釈の仕様によっては、 『論考』の最後でも、 「単独者」として神に対峙した人が神に向かっ
て直接語りかけることを禁じているのではないのだ。
ウィトゲンシュタイン自身によるこの区別――「神に語ることと、神について他人に語ること」――は決定的に重





仕事において楽しくなれる〉という関係に！」 「 〔神よ！〕私の理性を純粋で穢れなきように保たせてくださ ！」 。これらは神への請願／嘆願である。さらに、 「孤独を求め ノルウェーに来たことを神に感謝します！」 （二月二〇日）は、神に対する感謝を表し い 。
ウィトゲンシュタインの『日記』における神についての言及の多くは、請願／嘆願や感謝など 「神への直接の






















































das Licht des Lebens ）をもたらすであろう。神が
私を照らしてくれますように。 （一九一六年五月四日）
たしかに、ショルデンで過ごした比較的平穏な日々と、いつ命を失うかもしれない従軍中の日々とを、同次元で論




一つは、これまで見てきたように、 「光」である。これは、 『秘密の日記』では、霊的／精神的な光であり（ 「太陽」
という言葉は一度も登場しない） 、 『哲学宗教日記』では、こうした光にくわえて、 「太陽」の物理的光である。
もう一つは、 「孤独」 ある。ウィトゲンシュタインには従軍中なかなか一人になれる時間はなく、多くの若い兵
































『日記』には、日付（月と日）が記されているが、時々「年」が書きこまれている。おそらく、何か改まった気分やある種の思い入れがあることを示唆しているのだろう。そうしたもの 一つが「一九三七年二月二八日」である。この直後から、太陽の記述が頻繁に登場し、それは三月三〇日ま 続く計量的なことをいえば、次のようになる。この三一日間に日記を書いた日数は 全部で二五日である。これらのう























」 （一月三〇日） 、 「血便が繰り

















































































































彼は「人生や世界をそのあ に見て、それを高めるの 宗教だ」と考えているのである。この「人生をまったくそのあるがまま見る」 （
Sehen das Leben ganz w
























































































































 a glorious sun
） だが、





od ） という成句にも使用され、 宗教的なニュアンスも持つ （ちなみに、 「主」 は
　
“H
err ” である） 。そうすると、
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この日の日記からは、太陽の状態は確定できない。すなわち、 「照らさ 」 （
erleuchtet ）は、霊的光／精神的光














































」 （三月四日） 、 「さきほど
本当に
太陽が




























































ie Philosophie läßt alles, w
















































える自分を変えたい」 「周りの人々とうまくやっ けない自分を変えたい」と う旨の書付が何度も見られる。
以上のように、その都度その都度 現在の自分を容認できない／より良い人間になることを願っているウィトゲン
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二九六頁。（14）『論考』 の最後の 「語りえないもの」 とは何かについては、 次の論文を見よ。星川啓慈 「 『論理哲学論考』 における 〈語りえないもの〉と〈沈黙〉をめぐる新解釈―― の生涯において〈文番号七〉がもった意味」（ 『宗教研究 第三六二号、日本宗教学会、二〇〇九年、所収） 。（15）M
cG
uinness, op. cit., Chap. 7. マクギネス、前掲訳書、第七章。






















すでにいくつか発表して る。①動画「ウィトゲンシュタインのノルウェー（一五分版） 」 （松野智章撮影・編集、YouTube ） 、②写真入りの連載ブログ「哲学者ウィトゲンシュタインが一〇〇年前にノルウェーのソグネフィヨ
ルドの最奥部の山中に建てた〈小屋〉の跡を訪れて」 （全六回） 、③エッセイ「ウィトゲンシュタインの〈小屋〉の跡を訪ねて――『哲学宗教日記』をめぐる〈太陽〉の物語 （ 『春秋』第五五九号、二〇一四年 。とりわけ、①の
YouTube
の動画を見れば、小屋の跡へ至るゴツゴツした険しい道の様子や、そこからの周囲の景観が詳細
にわかる。この意味において、世界的に貴重な映像記録である。今後も 「小屋 移築計画」や「ウィトゲンシュタイン・アーカイブズ」 つ の動画を
YouTube
にアップする予定である。
（19）太陽＝神ではない。太陽は、あくまでも、神とウィトゲンシュタインを媒介する存在である。（20）「太陽体験」について精神病理学的視点から書かれている次 論文集は、ウィトゲンシュタインを理解するうえでも参考になる。宮本忠雄『病跡研究集成――創造と 現の精神病理』金剛出版、一九九七年。とりわけ そこに収められている「太陽と分裂病――ムンク 太陽壁 によせて」は、太陽と宗教性・創造性・治癒などとの関係を知る上で有益である。（21）星川啓慈『宗教者ウィトゲンシュタイン』法藏館、一九九〇年、一五七―一六六頁、参照。（22）D
rury, op. cit., p. 77.





作用したのか」 という問題もある。しかし、 これについて答えることは不可能である。その理由を、 『日
記』にそれと関連する記述がないことに加えて、いくつか挙げれば、以下のとおりである。①当日、彼の小屋から太陽が彼にどのように見えたかは、いかなる手段（自然科学的なものをふくめて）によっても正確に突き止めることはできない。②彼がそうし 宗教体験／宗教的境地に至った時刻 判明しないから、 「現在形」で書かれてい それらの体験／境地と太陽の状態とを照合することもできない。（25）本論文で論じられた「ウィトゲンシュタインの宗教体験と太陽の関係は、新プラトン主義を始めとする西洋思想の中にいかに位置づけられるのか」とい 問題意識を だく読者もいよう。しかし、そう た位置付けや関連付けの試みは、おそらく論証不可能である えに、あまり意味が いであろう。
付記









The Sun and Wittgenstein’s Religious Experiences:
The Analysis of His Diary Written in March of 1937
Keiji HOSHIKAWA
Abstract
The second part of Wittgenstein’s diary, Movements of Thought, was 
written in his house on the mountain in Skjolden, Norway during the winter of 
1936-1937. We can see in it Wittgenstein’s personality as a “homo religiosus.” 
I visited the remains of his house at the very beginning of March in 2014 and 
came to appreciate the natural environment （the geography, climate, living 
things, etc.） which must have had some influences on his sense of solitude, 
religious experiences or personal contact with God. My experiences and the 
data acquired there are very helpful to understand the religious contents of the 
diary. 
I will analyze the correlation between the state or appearance of the sun 
and Wittgenstein’s state of mind, religious experiences or personal contact with 
God, focusing on the description of March 26th, 1937: “I am as illuminated as 
I am; I mean: my religion is as illuminated as it is.” My hypothesis is that the 
appearance of the sun made some contributions to Wittgenstein’s ascent to this 
religious experience or state of mind. I will prove this by referring mainly to the 
other parts of the diary and another diary, Secret Diaries, written during 1914-
1916.
